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に
、
就
逮
時
。
将
所
罵
楼
閣
三
織
。
五
行
餐
毅
。
蓋
生
平
宝
蔵
。
成
集
於

　
　
此
蟻
と
紀
さ
「
溶
て
い
る
。

　
⑫
祝
允
明
の
古
注
疏
復
興
論
。
全
集
十
一
貢
挙
私
議
。
宜
令
学
者
。
落
零
註

　
　
硫
。
三
十
二
．
瞥
張
天
賦
秀
才
欝
。
僕
勧
足
下
宜
尋
十
三
経
註
疏
。
下
之
当

　
　
良
著
得
ハ
中
略
）
。
　
悲
患
嶺
外
無
此
篇
籍
。
幸
力
敷
之
。
同
十
軍
票
於
朱

　
　
論
。
我
太
祖
皇
帝
（
中
略
）
命
学
者
漁
経
。
用
古
註
疏
。
参
以
後
説
。
薦

　
，
士
不
従
也
。

⑭
張
灘
の
五
経
註
疏
大
全
舎
纂
に
つ
い
て
。
明
史
芸
丈
志
に
詩
経
註
疏
大
全

　
　
合
纂
三
＋
瞬
巻
を
薯
録
す
る
が
、
復
犠
紀
事
に
よ
る
と
、
五
経
疏
大
全
の

　
　
名
が
属
湘
え
る
か
ら
他
の
臨
経
も
出
」
来
上
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
諏
拙
一

　
　
稿
「
四
書
考
証
挙
」
　
（
石
浜
先
生
還
麿
記
念
弓
丈
五
）
を
参
照
。

⑭
松
江
の
幾
社
に
つ
い
て
は
南
呉
償
話
織
岬
二
三
名
祉
の
条
を
参
へ
照
。
又
囲
回
書

　
　
二
〇
三
一
趾
の
条
に
言
う
。
五
鷺
与
周
勤
薗
鞭
Ψ
。
儲
…
為
…
三
社
。
相
期
綜
鵬
枇
大

　
　
業
。
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
、
幾
社
も
単
な
る
文
社
で
な
く
、
政
治
結
鮭
に
な

　
　
つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
⑱
文
社
の
排
他
性
に
対
す
る
非
難
。
南
呉
旧
詣
録
廿
三
夏
考
功
の
条
に
書
う
。

　
　
幾
祉
罪
馬
差
。
不
同
社
。
或
指
此
為
姦
党
之
漸
。
蕎
繊
而
仕
宣
。
必
覆
人

　
　
銀
國
。
ま
た
一
人
の
条
に
君
う
。
毎
菅
無
孫
入
社
。

⑭
琵
抄
瀞
螢
宮
ド
藤
鵡
築
は
巻
首
と
共
に
そ
の
年
月
を
失
し
、
明
史
蟹
備
其
菖
二
重
に
は

　
　
全
く
こ
の
察
実
を
載
せ
な
い
が
、
万
暦
実
録
五
四
六
（
万
腰
四
＋
四
年
六

　
　
発
庚
子
禰
σ
に
そ
の
記
載
見
え
、
巡
撫
応
天
都
察
院
副
都
御
皮
王
慮
麟
の

　
　
報
告
が
あ
る
。
同
墾
昂
に
箆
撫
周
玄
瞬
の
溌
林
続
託
か
ら
起
つ
た
事
件

　
　
を
併
せ
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
電
士
大
夫
が
火
附
け
役
で
最
後
に
は
士
艮

明
代
蘇
松
地
方
の
士
大
夫
と
昆
衆
（
富
崎
）

　
含
せ
て
五
百
像
人
の
暴
勤
に
な
っ
て
い
る
。

⑭
打
行
は
ま
た
打
降
と
も
書
く
。
天
下
郡
國
謂
端
蟄
誉
二
〇
に
引
く
万
贋
御
定

　
県
志
を
始
め
、
雍
正
諾
妹
批
諭
留
田
の
餐
処
に
そ
の
名
が
見
え
る
。
消
園
毒
ρ
網
…
認

　
摘
掌
上
打
撃
に
誓
う
。
許
訟
煮
。
翠
雲
餐
有
生
員
具
公
呈
。
聴
纂
之
臼
。

　
又
沓
有
打
降
保
護
。
故
岡
打
降
之
降
。
乃
行
路
降
也
。
善
攣
勇
者
為
蒼
。

　
少
年
無
頼
。
属
其
部
下
。
聞
呼
郡
琵
。
如
開
行
一
般
。
赦
謂
之
打
行
。

　
　
「
更
林
」
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

　
現
在
在
庫
中
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
左
記
の
通
り
で
す
。
御
希
望

の
方
ほ
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。

　
第
四
巻
第
四
号
、
繁
五
巻
第
一
一
照
号
、
第
三
三
巻
第
一
男
、
第

二
愚
、
第
五
閏
写
、
第
山
ハ
冨
写
、
軸
裂
二
四
轟
賀
簸
叩
一
、
　
コ
A
欄
併
号
、
第
＝
言
写
、

鮪
弟
四
号
、
鱗
出
　
瓢
血
巻
第
四
冒
写
、
賂
璽
篇
山
ハ
巻
鞍
即
一
；
憎
幽
塔
、
第
＝
一
七
巻

第
一
号
、
第
コ
号
、
名
簿
（
廿
八
年
＋
月
）
。

　
頒
価
　
犀
川
柵
百
円
、
但
し
第
三
四
巻
算
一
、
二
合
併
号
の
み
衝

園
十
円
、
名
簿
は
一
ご
十
円

三
三
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法
王
と
法
王
宮
職
（
滝
…
川
）

⑭
　
含
雪
解
、
巷
一
職
員
令
に
は
、
「
大
外
甜
二
人
。
掌
℃
勘
漏
詔
奏
一
、
皇
嗣

昌
串
公
丈
一
、
勘
舗
署
文
案
一
、
検
甲
禺
馨
失
よ
。
少
負
託
二
入
。
掌
瞬
二
大
外

認
㌔
」
と
あ
り
、
官
職
秘
抄
、
上
巻
大
外
詑
の
粂
に
は
、
「
往
年
多
以
漏
文
章

生
一
任
レ
之
」
と
あ
る
。

⑯
　
拙
碧
『
人
物
新
口
本
典
』
田
代
篇
、
第
四
道
鏡
参
照
。

⑰
　
類
聚
三
代
絡
、
巻
三
國
分
寺
事
、
国
史
大
系
本
、
四
五
四
頁
。

⑲
　
類
聚
三
代
絡
、
巻
三
国
分
寺
事
、
国
史
大
系
本
、
四
五
五
頁
及
び
政
事

要
略
、
第
五
十
五
交
替
雑
摩
、
史
籍
集
覧
本
、
四
二
〇
頁
。

⑲
　
　
久
米
邦
武
　
『
奈
良
朝
史
』
　
…
血
｛
ハ
三
頁
。

⑳
続
重
量
廿
九
赫
護
景
雲
二
年
七
月
辛
言
条
及
び
類
聚
三
代
絡
、
二
十
釈

璽
蛮
、
国
史
大
系
本
、
七
二
三
頁
。

＠
　
本
朝
文
粋
、
巻
二
意
見
封
班
、
増
訂
国
史
大
系
本
、
四
一
頁
。

⑳
　
　
R
門
本
霧
紀
、
　
轍
巷
廿
九
、
　
鵠
く
武
耶
一
聯
山
ハ
年
ぬ
二
月
条
。

⑳
　
新
撰
姓
氏
録
、
舌
骨
二
、
右
京
諸
頚
上
に
は
、
　
「
坂
上
大
宿
輔
、
後
漢

霊
帝
男
延
王
之
後
也
」
と
あ
り
、
又
続
紀
巻
骨
無
宝
亀
三
年
四
月
庚
午
の
条

に
は
、
坂
上
苅
閏
麻
呂
が
大
和
羅
高
市
郡
檜
前
村
に
黒
む
策
漢
の
…
族
を
代

表
し
て
、
高
市
那
の
郡
司
の
華
に
つ
い
て
奏
言
を
行
一
つ
た
こ
と
が
見
え
て
い

る
。

　
　
　
会
　
員

住
所
変

池
田
源
太

石
田
善
人

江
上
波
夫

小
江
慶
雄

木
阪
　
登

北
川
三
郎

小
島
小
五
郎

鯖
田
豊
之

竹
松
定
雄

田
中
邦
芳

時
野
谷
勝

中
村
一
良

野
田
只
夫

馬
場
憲
三

東
伏
見
慈
治

福
尾
猛
市
郎

松
茸
　
信

御
手
洗
勝

寓
川
善
造

森
　
杉
夫

八
○
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に
充
分
触
れ
ず
、
ま
た
各
地
区
に
お
け
る
±
地
所
有

、
問
題
が
い
か
に
お
纂
き
p
譲
国
に
不
含
理
を
あ
た
え

い
て
る
か
と
い
う
点
が
齎
過
さ
れ
ゾ
、
い
る
の
は
遺
憾

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
群
島
の
地
域
性
を
よ
り
呉
体
約
に
表
現

せ
ん
と
各
項
目
に
わ
た
り
綿
密
な
調
査
を
続
け
、
．
丹

念
に
デ
ー
タ
ー
を
整
理
、
駆
使
さ
れ
た
著
者
の
努
力

に
は
敬
服
の
外
は
な
い
。
本
書
が
ま
た
綜
含
的
な
比

容
研
究
に
と
っ
て
好
適
な
資
料
た
る
こ
と
は
言
を
侯

た
な
い
。

　
本
書
を
一
九
五
三
年
九
月
購
入
さ
れ
、
直
ち
に
輪

読
を
許
さ
れ
た
大
阪
市
立
大
学
経
済
研
究
所
の
御
好

煮
に
　
対
し
、
紙
瀬
を
借
り
て
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
－
木
村
宏
…
i

一
縞小乙大上弁石青新

尾野蒜月田上田木入

会
　
員
　
移
　
動
⇔

会
（
復
活
会
員
ま
含
む
）

和一

　　

@　

灘
昆
高
校
（
議
府
立
）
祉
憲

介爾隆明鐵男開夫

　い　かへいあへへへ　ぬ　　ア

購喬薄糠
轡　科鉄
　　大＝柄耕　隆
　　掌一
　1　郎南平貢之猛

熊
本
繁
一
高
等
掌
校
図
警
館

熊
本
短
期
大
学

二
二
千
鶴
子

山本村平原服野中申田二二島島佐山

根山弁岡　榔田山川村箋本LEI田々井
　　　　　　　　　　　　　　木
　幸隈定宏畠宣昭和圓諦　正次

武彦彦海一之雄吉美澄成正三郎学衛

　VL－　m　t翫t．．tV

～　…一……一一
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それが手のとどかぬ遠くにあっても

自由に皆様のものにする’のが
　　　コμタイプ印刷です
「雲岡石茄て」　「慶陵」を再現したのも

　弊社のコロタイプ印刷です

‘

重要美術原本複製
学術図書出版印刷

京都市下京区油小路綾小路下
電　言出（5）　1982番

吉

社
友

陽
村

真写真製版コロタイプ「1政甜

中
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編
集
後
　
記

・
美
わ
し
い
五
月
も
残
り
少
な
く
、
昨
年
の
水
魔
の
跡
も
癒
え
ぬ
国
土
に
今
年
も

ま
た
梅
雨
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
国
民
大
多
数
の
良
識
と
希
望
を
よ
そ
に
．

政
治
の
空
白
と
逆
コ
ー
ス
調
が
歎
か
れ
、
世
は
あ
げ
て
不
景
気
で
政
治
悪
・
社
会

悪
に
対
す
る
欝
憤
も
酒
を
あ
お
る
と
い
う
月
並
な
手
段
で
は
晴
ら
せ
な
い
不
自
田

な
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
三
七
巻
三
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
か
く
て
理
想

と
し
て
の
隔
月
刊
も
、
会
員
各
位
の
並
々
な
ら
ぬ
御
支
援
に
よ
与
ま
し
て
、
予
定

通
り
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
ゴ
言
、
一
〇
〇
頁
を
建
前
と
す
る
木
誌
が
、

本
号
に
限
り
九
二
頁
に
な
っ
た
こ
と
を
お
詑
び
し
ま
す
。
な
お
今
後
日
月
さ
に
あ

ふ
れ
た
当
編
集
委
員
会
に
対
し
ま
し
て
暖
い
御
批
判
と
御
助
言
を
賜
り
ま
す
よ
う

切
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
末
尾
）

翌
四
垣
網
箭
翻
定
価
百
円

史
林
（
第
三
七
巻
、
三
号
）

　
　
　
京
都
布
充
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
丈
短
部
内

発
行
所
史
学
．
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
弊
大
阪
一
一
門
王
五
六
番

　
　
　
京
都
市
下
京
区
七
条
獅
所
ノ
内
東
町
三
九
　
　
4

印
刷
所
中
村
印
刷
株
式
会
社
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